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今年も真っ赤に咲きました。（椎八重公園）

良い人、よい町、よい政治、議員が編集した手づくり広報紙

３月定例会（3月3日〜3月22日）

議会新体制決まる
２月臨時会（2月1日）

町政を問う一般質問（5名）
議会基本条例を制定

ボランティアのすすめ vol.8 「そら」
新一年生７人の入学式（梶山小学校）



３月定例会

　

平
成
23
年
度
の
予
算
額
は

90
億
３
千
万
円
で
、
対
前
年
度
比

14
・
３
％
、
11
億
３
千
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
は

28
億
７
８
６
８
万
円
で
構
成

比
31
・
９
％
、
依
存
財
源
は

61
億
５
１
３
１
万
円
で
構
成
比
68
・

１
％
と
な
り
前
年
度
よ
り
自
主
財

源
の
割
合
が
２
・７
％
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
次
に
、
歳
出
予
算
に
お

け
る
性
質
別
状
況
に
お
い
て
は
、

義
務
的
経
費
が
42
億
３
３
７
６
万

円
で
構
成
比
46
・
９
％
，
経
常
的

経
費
が
35
億
１
９
８
万
円
で
構
成

比
38
・
８
％
、
投
資
的
経
費
が

12
億
９
４
２
５
万
円
で
構
成
比

14
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

度
よ
り
投
資
的
経
費
の
割
合
は
大

き
く
な
り
、
義
務
的
経
費
と
経
常

的
経
費
の
割
合
が
小
さ
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の

町　

税　
　

17
億
７
１
６
１
万
円

地
方
交
付
税

27
億
４
４
７
２
万
円

国
庫
支
出
金　

14
億
１
２
２
万
円

県
支
出
金　

７
億
２
８
７
１
万
円

町
債　
　
　

８
億
８
３
２
７
万
円

　
歳
出
の
主
な
も
の

総
務
費

庁
舎
内
空
調
機
購
入  

１
５
７
７
万
円

民
生
費

保
育
園
施
設
整
備
事
業
補
助
金

８
７
１
６
万
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
助
成
費

１
４
４
０
万
円

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
公
債
費

負
担
金　
　
　
　

１
６
４
８
万
円

　

３
月
議
会
を
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
議

会
初
日
に
は
、
木
佐
貫
町
長
が
施
政
方
針
演
説
を
行
い
「
自
立
と
共
同
で
創
る
元
気
な
ま
ち

三
股
町
」
を
指
針
と
し
て
町
づ
く
り
実
現
の
た
め
５
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
町
政
の
基
本

的
な
考
え
方
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
生
活
に
密
着
す
る
平
成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
及
び
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。
総
務
厚
生
、
建
設
文
教
の
各
委
員
会
に
関
係
す
る
議
案
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

審
議
さ
れ
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

対前年度比１４．３％
１１億３千万円の増

　

な
お
、
新
規
事
業
と
し
て
ご
み

減
量
化
に
伴
う
経
費
や
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成
事
業
等
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。

農
林
水
産
業
費

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
繰
上
げ

償
還
金　
　

２
億
５
０
７
５
万
円

２３年度一般会計予算９０ 億３千万円を可決
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平成23年度一般・特別・企業会計の当初予算（千円以下切り捨て）
予算年度会計名 23年度予算額 22年度予算額 差し引き額 対前年度比

一般会計 90億3千万円 79億円 11億3千万円 14.3％

特
別
会
計

国民健康保険会計 29億5534万円 30億6401万円 △1億867万円 △3.6％
老人保健会計 191万円 △191万円 ―
後期高齢者保健会計 1億9829万円 2億710万円 △881万円 △4.3％
介護保険会計 17億6703万円 17億2325万円 4378万円 2.5％
介護保険サービス事業会計 2085万円 1403万円 682万円 48.6％
梶山地区農集会計 4334万円 4094万円 240万円 5.9％
宮村南部農集会計 3444万円 3514万円 △70万円 △2.0％
公共下水道会計 3億4113万円 2億8678万円 5435万円 19.0％
墓地公園会計 230万円 △230万円 ―
特別会計合計 53億6042万円 53億7546万円 △1504万円 △0.3％

企
業
会
計

水道事業会計 3億7447万円 3億9175万円 △1728万円 △4.4％

全会計合計 147億6489万円 136億6721万円 10億9768万円 8.0％
＊数値は切捨てしてあるので、予算書の額と同じにはなりません。

商
工
費

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

補
助
金

１
６
０
万
円

土
木
費

島
津
紅
茶
園
切
寄
線
道
路
改
良

事
業

５
４
１
２
万
円

塚
原
第
２
団
地
立
替
事
業

５
億
３
３
５
６
万
円

教
育
費

弓
道
場
整
備
事
業

２
億
２
５
８
６
万
円

　

以
上
が
今
年
度
の
予
算
の
主

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

審
議
の
結
果
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

附 

帯 

意 

見

　

一
般
会
計
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
お
い
て
弓
道
場
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
一
般
弓
道
人
口

の
減
少
、
生
徒
数
の
減
少
、
将

来
の
本
町
の
財
政
状
況
を
考
慮

す
る
と
あ
ま
り
に
も
建
設
費
が

高
額
で
、
町
民
感
覚
か
ら
反
発

を
招
き
議
会
の
信
頼
性
も
問
わ

れ
る
事
案
で
あ
る
。
よ
っ
て
工

事
請
負
費
を
１
億
円
以
内
に
縮

小
す
る
位
の
大
幅
な
建
設
費
の

削
減
見
直
し
を
早
急
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
と
の
附
帯
意
見

が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

別れのとき。そして旅立ち（三股中学校卒業式）

２３年度一般会計予算９０ 億３千万円を可決
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新年度の
主な事業を

保育園施設整備事業
８, ７１６万円

昭和39年に建設されたこばと保
育園の園舎を建替えるもので
す。

塚原第２団地建替事業
５億３, ３５６万円

すでに取り壊しが完了した跡地
に鉄筋コンクリート造３階建て
を２棟80戸建設するものです。

弓道場整備事業
２億２，５８６万円

昭和52年11月に建設された武道
館西側にある弓道場を新に中学
校西側に建設するものです。

島津紅茶園切寄線道路改良事業
５，４１２万円

大悟病院やクリーンヒル三股、髙
才原墓苑に通ずる東西300メート
ルの道路を9.75mに拡幅するもの

防災行政無線（移動系）購入事業
３, ２３４万円

公用車搭載の無線機や携帯用無
線、GPS 等の移動式無線システ
ムの整備をするものです。

五本松ポンプ場発電機取替事業
１, １９５万円

東原地区の鉄道高架下に設置さ
れた雨水対策用ポンプを取替え
るものです。

  

歳
入
の
主
な
も
の

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

補
助
金

１
４
２
５
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
億
４
千
万
円

  

歳
出
の
主
な
も
の

衛
生
費

町
内
降
灰
除
去
業
務
委
託
料

２
１
４
２
万
円

新
燃
岳
降
灰
除
去
費
用
に
１
億
５
千
万
円

　

本
案
は
、
１
月
26
日
及
び
27
日
に
爆
発
的
噴
火
を
お
こ
し
た
新
燃

岳
に
よ
る
降
灰
除
去
費
用
等
の
予
算
を
、
２
月
３
日
付
け
で
専
決
処

分
し
た
た
め
、、
本
議
会
に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。
補
正
予
算
の
総
額
は
１
億
５
４
２
６
万
円
で
、
予
算
の
総
額
を

86
億
９
６
４
７
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

ピックアップ

土
木
費

道
路
降
灰
除
去
業
務
委
託
料

４
７
８
４
万
円

降
灰
対
策
用
重
機
等
賃
借
料

６
５
４
万
円

公
園
降
灰
除
去
業
務
委
託
料

１
２
４
６
万
円

町
営
住
宅
降
灰
除
去
業
務
委
託
料

６
１
８
万
円

三
股
町
西
部
地
区
体
育
館

整
備
基
金
条
例
の
設
置

　

本
町
の
西
部
に
位
置
す
る
、

植
木
地
区
の
地
区
要
望
で
あ
っ

た
体
育
館
を
建
設
す
る
た
め
、

そ
の
予
算
と
な
る
資
金
を
年
次

的
に
積
み
立
て
る
目
的
で
基
金

条
例
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

町
長
の
給
与
の
減
額
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　

町
営
住
宅
使
用
料
の
過
徴
収

問
題
に
対
し
そ
の
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
現
在
１
０
０

分
の
10
の
減
額
と
な
っ
て
い
る

町
長
の
給
与
を
平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
30
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
１
０
０
分

の
30
に
減
額
す
る
も
の
で
す
。

専決
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意 見 書
全ての意見書を全会一致で可決

宮村寺柱地区眺霧台

1
2
3

4

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
坂
元

克
吉
氏
の
任
期
が
３
月
31
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
た
め
引
き
続
き

本
町
の
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

再
任
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

坂 

元 

克 

吉 

氏　
（
山
王
原
）

22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
、
会
計
年
度
末
を

控
え
て
、
そ
の
決
算
に
備
え
各
種
事

務
事
業
の
実
績
見
込
み
、
補
助
事
業

の
決
定
あ
る
い
は
内
示
等
に
よ
り
増

減
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
予
算
の
総
額
は
８
３
７

８
万
円
の
減
で
、
予
算
の
総
額

は
86
億
１
２
６
８
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
22
年
度
で
事
業
が
完
了

せ
ず
、
23
年
度
へ
繰
り
越
し
て
実

施
さ
れ
る
事
業
と
し
て
次
の
６
件

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

三
股
町
立
公
園
条

例
の
一
部
改
正

　

宮
村
寺
柱
地
区
に
造
成
さ
れ
た

分
譲
地
「
眺な

が

霧む

台だ
い

」
内
の
公
園
を

町
立
の
公
園
と
し
て
追
加
す
る
も

の
で
す
。

新
燃
岳
噴
火
に
よ
る
降
灰

被
害
へ
の
支
援
に
関
す
る

意
見
書

　

新
燃
岳
の
噴
火
に
よ
り
被
災
し

た
地
域
に
つ
い
て
住
民
等
の
生
命

及
び
身
体
の
安
全
や
住
民
の
生
活

及
び
農
林
業
や
中
小
企
業
な
ど
影

響
を
受
け
る
業
種
の
経
営
の
安
定

を
図
る
こ
と
や
、
激
甚
災
害
へ
の

指
定
、
降
灰
に
よ
り
被
害
を
被
っ

た
農
産
物
に
対
す
る
補
償
な
ど
を

要
望
し
ま
し
た
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
に
関
す
る
意
見

書
　

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
養
鶏
農
家
や
関
連
業
者
に
対

す
る
支
援
を
高
ず
る
こ
と
や
、

風
評
被
害
に
よ
る
農
畜
産
物
等

の
価
格
の
下
落
防
止
、
現
状
に

対
応
し
た
よ
り
効
果
的
な
防
疫

体
制
の
構
築
、
な
ど
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
救

済
を
求
め
る
意
見
書

　

肝
炎
対
策
基
本
法
を
も
と
に
、

患
者
救
済
に
必
要
な
法
整
備
、
予

算
化
を
す
す
め
、
全
患
者
の
救
済

措
置
を
実
行
す
る
こ
と
、
肝
庇
護

策
、
検
査
費
用
、
通
院
費
へ
の
助

成
を
は
じ
め
、
肝
炎
治
療
へ
の
支

援
、
生
活
保
障
を
行
う
こ
と
な
ど

を
要
望
し
ま
し
た
。

拡
大
生
産
者
責
任（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）と
デ

ポ
ジ
ッ
ト
制
度
の
法
制
化
を
求
め

る
意
見
書

　

拡
大
生
産
者
責
任
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）
と
は
、
生

産
者
が
使
用
済
み
製
品
を
回
収
、
リ
サ
イ
ク

ル
ま
た
は
廃
棄
し
、
そ
の
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
。
ま
た
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
製
品

価
格
に
一
定
金
額
の
「
デ
ポ
ジ
ッ
ト
（
預
託

金
）」
を
上
乗
せ
し
て
販
売
し
、
容
器
が
返

却
さ
れ
た
時
に
預
託
金
を
返
す
制
度
。
こ
の

２
つ
の
制
度
に
つ
い
て
早
期
に
制
度
化
を
図

る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

（
繰
越
明
許
費
）

ク
リ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

２
９
０
万
円

降
灰
処
理
事
業

２
１
９
９
万
円

道
路
降
灰
除
去
事
業２

８
４
２
万
円

島
津
紅
茶
園
切
寄
線
道
路
改
良
事
業

１
２
０
０
万
円

公
園
降
灰
除
去
事
業

８
１
７
万
円

住
宅
使
用
料
過
大
徴
収
返
還
金

１
６
０
万
円

第
四
次
国
土
利

用
計
画
・
三
股

町
計
画
の
策
定

　

こ
の
計
画
は
三
股
町
の
土
地
利

用
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
長
期
的

な
計
画
で
あ
り
今
後
の
土
地
利
用

の
指
針
と
す
る
も
の
で
、
第
４
次

宮
崎
県
国
土
利
用
計
画
を
基
本
と

し
、
第
五
次
三
股
町
総
合
計
画
に

即
し
て
今
後
10
年
間
の
土
地
利
用

の
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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議
会
新
体
制
決
ま
る

議
会
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
議
会
の

諸
規
則
に
関
す
る
こ
と
、
議
長
の
諮

問
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
ま

た
は
協
議
し
ま
す
。

委
員
長

　

桑　

畑　

浩　

三

副
委
員
長

　

指　

宿　

秋　

廣

委　
　

員

　

上　

西　

祐　

子

委　
　

員

　

福　

永　

葊　

文

委　
　

員

　

内　

村　

立　

𠮷

委
員
長

　

上　

西　

祐　

子

副
委
員
長

　

福　

永　

葊　

文

委　
　

員

　

桑　

畑　

浩　

三

委　
　

員

　

重　

久　

邦　

仁

委　
　

員

　

池　

田　

克　

子

委　
　

員

　

大
久
保　

義　

直

委　
　

員

　

指　

宿　

秋　

廣

委　
　

員

　

内　

村　

立　

𠮷

委　
　

員

　

堀　

内　

義　

郎

委　
　

員

　

佐　

澤　

靖　

彦

委　
　

員

　

池　

邉　

美　

紀

議
会
広
報
紙
の
編
集
及
び
発
行

に
関
す
る
事
項
を
担
い
ま
す
。

委
員
長

　

池　

田　

克　

子

副
委
員
長

　

堀　

内　

義　

郎

委　
　

員

　

桑　

畑　

浩　

三

委　
　

員

　

池　

邉　

美　

紀

一
般
会
計
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し

ま
す
。

議会運営委員会

一般会計予算・決算常任委員会

広報編集常任委員会

12人の新議員が誕生

　

４
月
24
日
三
股
町
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
12
人
の
新
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

当
選
後
初
の
議
会
と
な
る
臨
時
議
会
が

５
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
議
長
副
議
長
及

び
監
査
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
体
制

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
及
び
各

常
任
委
員
会
委
員
も
新
に
決
定
し
ま
し
た
。

池田 克子 副議長

山中 則夫 議長

議
会
の
更
な
る
改
革
を
目
指
し
て

新しい議長に山中議員

　このたび、不肖私が議長に
就任しました。私自身にとりま
しても光栄でありますと共に、
その責任の重さをひしひしと感
じております。特に今回は二度
目の議長ということで身の引き
締まる思いであります。
　今後、議長は「町民の為に
町政はある。」という政治の原
点に立って「町民目線・町民感
覚の町政」を実現する為に、
議会運営を遂行していきたいと
考えております。又議長の職務
を行うに際しては中立公正を最
大、最終の目標として対居し、
更なる町民の皆様に、開かれ
た・解りやすい議会をめざして
いきたいと思っています。よろ
しくお願い致します。

5月
臨時議会
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総務厚生常任委員会建設文教常任委員会

　今度、町民の皆様から選挙
で選ばれ責任の重大さを重く
感じています。
　さて町財政は年々厳しくな
っていくのは必死であり、今
後も引き続き、町の発展と住
民の福祉の向上に誠心誠意努
力してまいる所存でありま
す。

　まず三股町が発展するた
めには、足腰の強い町づくり
が大切だと考えています。そ
のためにも、皆様と意見交換
のできる環境づくりが必要
だと思います。微力ではあり
ますが、町活性化に向けて全
力で頑張ってまいります。

　はじめまして、内村たつ
よしです。私は、地域の人
達との対話を基に、皆様の
代弁者としての立場を貫
き、クリーンで活気のある
三股町政を目指して、積極
的に議会に提言していきた
いと思っております。

　今回の選挙で初当選しま
した。地元の皆様からたく
さんのご支援を頂き感謝の
気持ちで胸一杯です。初心
貫徹で地域に貢献していき
ますので、今後ともよろし
くお願い申し上げます。

　東日本大震災によって、
住民は景気の低迷、給料・年
金切り下げ、増税の不安等、
先行きを心配しています。
　今こそ、暮らし・福祉・
防災重点の政治が求められ
ます。弱者目線に立って、
町民の声を町政に届けます。

　三股町を元気な街に、豊か
な街に、快適な生活の場に、
安心・安全の街にするため、
生活者の視点・女性の視点で
行政の改革・議会の改革に取
り組みます。現場第一主義は
私のモットーです。一生懸命
議員活動に励みます。

（
議
会
選
出
監
査
委
員
）

　一期目は、八か月と短く
緊張の連続でした。今後は、
じっくり腰をすえ、町民目線
に立ち、議会活動に専念し、
より良き三股町の発展に寄
与したいと思います。期待
に応えられる様、頑張りま
す。よろしくお願いします。

　東北大震災・原発破損に
よる放射能漏れや新燃岳噴
火など大変な時期になって
いますが、三股町が「住み
たい。」・「住み続けたい。」と
思われる街を目指して、こ
れからの四年間を活動いた
します。

　この度の町議会選挙にお
いて、ご支援いただき誠に
ありがとうございました。
私は町政発展をめざし民間
の感覚を持って明るい三股
町になるように議会活動を
行います。

　選挙を通じてたくさんの感
動と感激をいただきました。
若さに対する期待の声も多く
聞くことができたので、愛す
るふるさとのために、みんな
の笑顔のために青年らしく
いきいきと活動していきたい
と思っています。

　四年ぶりの復活。
　この四年間、自らの過去
をふり返り、又、町政をな
がめて多々気づかされるこ
とがありました。
　町民本意の町政が行われ
るよう努力していきたいと
思います。

委員　内村　立𠮷委員　堀内　義郎

委員　大久保　義直

委員長　福永　葊文

委員　重久　邦仁

副委員長　佐澤　靖彦 副委員長　池邉　美紀

委員　桑畑　浩三

委員　上西　祐子

委員　池田　克子

委員長　指宿　秋廣

都市整備課、産業振興課、環境水道課、教育課
及び農業委員会の所管に関する事項を審査しま
す。

総務課、地域政策室、税務財政課、福祉課、町民
保健課、会計課、議会事務局、及び選挙管理委員
会に関する事務並びに他の常任委員会の所管に属
さない事項を審査します。
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役
場
組
織
機
構
の
見
直
し

地
域
政
策
室
を
新
設

２月臨時会平
成
23
年
第
１
回
臨
時
議
会
を
２
月
１
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
臨
時
議
会
に
提
案
さ
れ
た

議
案
は
、「
三
股
町
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
基
金
条
例
な
ど
条
例
の
制
定
が
４
議
案
、
補
正
予
算
が

１
議
案
、
第
５
次
三
股
町
総
合
計
画
に
か
か
る
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
及
び
、
事
務
の
委
託
に

関
す
る
都
城
市
と
の
協
議
に
つ
い
て
が
２
議
案
、
人
事
案
件
が
１
議
案
の
合
計
９
議
案
が
上
程
さ
れ
、

全
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

副
町
長
の
選
任

　

昨
年
９
月
の
木
佐
貫
町
長
誕
生

以
来
空
席
に
な
っ
て
い
た
副
町
長

に
県
庁
職
員
で
あ
っ
た
石
崎
敬
三

氏
を
選
任
し
議
会
の
同
意
を
得
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

石　

崎　

敬　

三　

氏

三
股
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る

　
「
住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

及
び
「
町
民
総
参
加
・
協
働
」
実

三
股
町
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ

基
金
条
例
の
設
置

　

こ
れ
ま
で
住
民
生
活
に
と
っ
て

大
事
な
分
野
で
あ
り
な
が
ら
、
光

が
十
分
に
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
分
野（
地
方
消
費
者
行
政
、
Ｄ

Ｖ
対
策
、
自
殺
予
防
等
の
弱
者
対

策
、
自
立
支
援
、
知
の
地
域
づ
く

り
）
に
対
す
る
組
織
の
強
化
を
図

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
41
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
三
股
町
住
民
生

活
に
光
を
そ
そ
ぐ
基
金
条
例
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

三
股
町
木
之
川
内
ダ
ム
等
管
理
条

例
の
設
置

　

こ
の
条
例
は
国
営
都
城
盆
地
土
地

改
良
事
業
完
成
に
伴
い
、
土
地
改
良

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
木
之
川
内
ダ

ム
、
木
之
川
内
導
水
路
、
田
野
頭
首

工
に
つ
い
て
町
が
行
う
管
理
に
関
し

条
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号

　

今
回
の
補
正
予
算
の
総
額
は
８

８
４
８
万
円
で
、
予
算
の
総
額
を

85
億
４
２
２
１
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の

地
方
交
付
税

特
別
交
付
税　
　

２
６
０
６
万
円

国
庫
支
出
金　
　

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金

９
８
４
万
円

き
め
細
か
な
交
付
金４

９
９
３
万
円

平
成
22
年
４
月
以
降
に
お
い
て
発

生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因

し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人

の
町
民
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
の
設
置

　

個
人
の
町
民
税
の
所
得
割
の
納

税
義
務
者
が
、
口
蹄
疫
対
策
特
別

措
置
法
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
平
成

22
年
４
月
以
降
に
発
生
が
確
認
さ

れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た

事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金

等
に
つ
い
て
交
付
を
受
け
た
場
合

そ
の
交
付
に
よ
り
生
じ
た
所
得
に

係
る
所
得
税
の
所
得
割
の
額
を
免

除
す
る
も
の
で
す
。

第
５
次
三
股
町
総
合
計
画
に
係
る

基
本
構
想
を
策
定

　
「
自
立
と
協
働
で
つ
く
る　

元

気
な
ま
ち　

三
股
」
を
将
来
像
と

す
る
平
成
23
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
の
10
年
間
を
計
画
と
す
る
第
５

次
三
股
町
総
合
計
画
に
係
る
基
本

構
想
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

事
務
の
委
託
に
関
す
る
都
城
市
と

の
協
議
に
つ
い
て

　

本
案
は
、
平
成
22
年
度
国
営
都

城
盆
地
土
地
改
良
事
業
で
完
成
し

ま
し
た
施
設
に
つ
い
て
、
基
幹
水

利
施
設
管
理
事
業
・
国
営
造
成
施

設
管
理
体
制
整
備
促
進
事
業
を
導

入
す
る
に
当
た
り
、
都
城
市
と
事

務
の
委
託
を
定
め
る
も
の
で
す
。

現
の
た
め
に
組
織
機
構
の
見
直
し

を
行
う
も
の
で
、
新
に
地
域
政
策

室
を
設
置
す
る
も
の
。

　
歳
出
の
主
な
も
の

総
務
費

昼
窓
用
パ
ソ
コ
ン　
　

６
０
万
円

衛
生
費

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料

５
１
５
０
万
円

　

き
め
細
か
な
交
付
金
事
業
と
し

て
総
額
６
８
２
９
万
円
、
住
民

生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
事

業
と
し
て
１
４
２
０
万
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
、
そ
の
内

７
３
６
２
万
円
を
繰
越
明
許
費
と

し
て
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
も
の
で

す
。
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町 

長　

自
治
公
民
館
と
連
携
し
て
加
入
促
進
に
努
め
る

指  

宿  

秋  

廣  

議
員

自
治
公
民
館
へ
の
加
入
促
進
を

                    

図
る
べ
き
で
は

一 般 質 問

問　
新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
い
、
様
々

　

な
問
題
に
町
民
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
町
民
意
識
の
醸
成
の
た
め
に
も
行

政
と
自
治
公
民
館
・
支
部
長
と
一
体
に
な

っ
て
、
例
え
ば
希
望
す
る
一
つ
の
自
治
公

民
館
で
加
入
促
進
を
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

町
長　

地
方
分
権
が
進
展
し
て
い
く
中

で
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に

対
応
し
た
、
き
め
細
や
か
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
必
要
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
や
地
震
や
風
水
害
な
ど
災
害

時
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な
地
域
の
実
現
、

深
刻
化
す
る
ご
み
の
減
量
化
な
ど
の
問
題

は
、
行
政
だ
け
の
力
で
は
解
決
で
き
ず
地

域
住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
組
織
は
、
こ
の
よ
う
な
恊

働
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
上
で
主

軸
と
な
る
団
体
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、そ
の
活
動
母
体
と
な
る
組
織
の
強
化
、

加
入
促
進
に
は
、
行
政
が
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
き
ま
す
。

問　

町
民
の
質
問
・
要
望
・
苦
情
の
情
報

の
共
有
化
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

町
長　

当
初
は
、
状
況
の
周
知
や
体
制
に

つ
い
て
、
全
体
的
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
戸
惑
い
も
あ
っ
て
町
民

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
要
望
等
に
十
分
に

対
応
し
き
れ
ず
、
苦
情
と
な
っ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
り
ま
す
。
地
域
へ
の
周
知
、
協

力
を
自
治
公
民
館
へ
依
頼
し
、
ま
た
内
部

で
は
、
町
内
の
回
線
に
よ
る
降
灰
対
策
の

掲
示
板
の
項
目
を
開
設
し
て
職
員
の
情
報

の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。

下
水
道
・
農
集
排
の
使
用
料
減
免
を

問　

家
屋
の
屋
根
に
あ
る
降
灰
の
除
去
作

業
を
行
政
は
、
ブ
ロ
ワ
ー
等
で
吹
き
飛
ば

す
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
周
知
し
た
の

で
、町
民
は
水
道
水
の
水
で
作
業
を
し
た
。

　

本
来
は
、
上
水
道
を
使
用
し
た
場
合
は

公
共
下
水
等
に
流
す
と
の
考
え
で
計
算
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
屋
根
等
の
除
去
水

道
を
使
用
し
た
場
合
は
下
水
道
に
流
さ
な

い
の
で
そ
の
分
と
考
え
ら
れ
る
金
額
を
減

額
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

検
針
結
果
や
他
の
団
体
の
状
況
も

参
考
と
し
な
が
ら
、
慎
重
に
取
り
扱
っ
て

い
き
た
い
。

降
灰
除
去
指
定
で
の

学
校
の
施
設
整
備
を

問　

降
灰
量
多
い
場
合
は
、
学
校
等

の
施
設
整
備
を
行
う
と
国
の
補
助
率
が

３
分
の
２
と
大
変
有
利
な
補
助
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
地
域
指
定
で
学
校
の
エ
ア

コ
ン
の
整
備
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

降
灰
の
影
響
で
窓
も
開
け
ら
れ
な

い
状
態
が
続
け
ば
、整
備
を
検
討
し
た
い
。ゴミステーションの降灰処理作業
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一 般 質 問

町 

長　

年
次
的
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

上  

西  

祐  

子  

議
員

選
挙
公
約
と
財
政
改
革
の

整
合
性
を
伺
う

問　
23
年
度
予
算
は
対
前
年
度
比
で

　

11
億
３
０
０
０
万
円
増
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
町
長
の
公
約
で
あ
る
行
政

改
革
に
よ
る
歳
出
削
減
と
の
兼
ね
合
い
を

ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
を
伺
う
。

町
長　

選
挙
公
約
と
し
て
五
つ
の
政
策
目

標
を
掲
げ
た
。
そ
の
中
に
新
規
事
業
を
始

め
、
継
続
事
業
、
推
進
事
業
、
そ
の
他
各

種
事
業
の
町
民
目
線
か
ら
の
検
証
、
行
政

改
革
に
よ
る
歳
出
削
減
を
継
続
、
事
業
の

見
直
し
、
事
業
評
価
で
新
規
事
業
の
財
源

確
保
な
ど
の
見
直
し
や
改
革
を
掲
げ
た
。

今
年
度
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
始
め
、

い
く
つ
か
の
新
規
事
業
を
計
上
し
た
が
、

予
算
規
模
が
90
億
３
０
０
０
円
と
大
き
く

膨
ら
ん
だ
。
塚
原
住
宅
の
建
替
事
業
・
国

営
か
ん
が
い
ダ
ム
建
設
償
還
金
、
及
び
弓

道
場
建
設
事
業
、
子
ど
も
手
当
の
増
額
等

の
特
殊
要
因
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　

今
回
の
新
規
事
業
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
物
件
費
・
補
助
費
・
繰
り
出
し
金
等

の
見
直
し
、
削
減
に
よ
り
捻
出
し
た
。

問　

今
年
度
予
算
を
見
る
と
、
弓
道
場
建

設
も
土
地
購
入
費
を
含
め
て
約
２
億
２
５

０
０
万
円
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
大
き

な
事
業
を
す
る
時
は
、
例
え
ば
島
津
紅
茶

線
道
路
を
一
年
遅
ら
せ
る
と
か
し
な
い

と
、
町
民
目
線
か
ら
見
る
と
借
金
ば
か
り

増
え
て
大
丈
夫
な
の
か
と
思
う
が
、
ど
う

思
う
か
。

町
長　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
な
ど
は

景
気
の
関
係
で
前
年
度
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
。
交
付
税
は
国
の
施
策
の
中
で
少
し

増
に
な
っ
て
い
る
。
歳
出
で
は
、
塚
原
住

宅
や
弓
道
場
関
係
等
で
大
き
く
増
と
な
っ

て
い
る
。
尚
、
弓
道
場
は
３
年
前
に
緑
の

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
手
を
挙
げ
た
時
、

こ
の
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。そ
し
て
ま
た
、

国
の
か
ん
が
い
排
水
事
業
も
以
前
か
ら
積

み
立
て
て
い
た
が
、
今
年
終
了
し
た
の
で

予
算
計
上
し
た
。
そ
う
い
う
特
殊
要
因
で

大
き
く
膨
ら
ん
だ
。

問　

弓
道
場
も
土
地
ま
で
含
め
て

２
億
２
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
町
民
か
ら
見
た
場
合
に
納
得
す
る
も

の
か
と
思
う
。
部
活
で
使
う
な
ら
規
模
を

小
さ
く
し
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　

一
方
で
給
食
の
ボ
イ
ラ
ー
の
修
繕
費
が

次
年
度
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
し
途
中
で

ボ
イ
ラ
ー
が
駄
目
に
な
っ
た
ら
、
給
食
が

止
ま
る
お
そ
れ
も
あ
る
と
聞
い
た
。
弓
道

場
の
か
ら
み
で
先
延
ば
し
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

町
長　

そ
の
こ
と
は
全
く
関
係
無
い
。
ボ

イ
ラ
ー
の
件
は
緊
急
性
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
は
早
く
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
認
識

は
し
て
い
る
。

問　

長
期
計
画
を
見
る
と
、
地
方
債
が
23

年
度
末
で
68
億
円
、
つ
ま
り
２
億
円
の
増

に
な
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
借
金
を

減
ら
す
努
力
を
さ
れ
る
の
か
聞
き
た
い
。

町
長　

行
政
改
革
や
職
員
の
意
識
改
革
を

含
め
て
、
シ
ビ
ア
に
や
っ
て
い
き
た
い
。施政方針を述べる木佐貫町長
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町 

長　

温
か
み
の
あ
る
町
を
め
ざ
す

原  

田  

重  

治  

議
員

自
立
を
選
ん
だ
三
股
町
の

問
題
点
は

一 般 質 問

問　
福
祉
の
専
門
的
知
識
を
持
っ
た

　

人
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　

福
祉
は
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
の
で
、

専
門
的
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
人
材
を
揃

え
る
の
は
大
変
な
事
と
は
思
う
が
、
町
民

が
安
心
し
て
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
為
に

は
、
必
要
な
事
と
思
う
。
又
、
相
談
に
来

ら
れ
た
人
に
対
し
親
切
な
応
対
相
手
の
気

持
に
な
っ
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

る
、
福
祉
施
策
に
組
織
の
見
直
し
を
し
な

が
ら
、
的
確
に
対
処
し
て
来
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　

福
祉
に
は
親
切
心
を
持
っ
た
人
を
選

ぶ
べ
き
で
あ
り
、
人
に
は
性
格
が
あ
り
職

員
の
配
置
に
は
充
分
考
慮
し
て
も
ら
い
た

い
。
又
、こ
れ
か
ら
増
々
高
齢
化
が
進
み
、

若
い
時
に
は
何
で
も
な
か
っ
た
事
柄
が
で

き
な
く
な
る
。
町
民
が
末
長
く
自
立
を
選

ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
町
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

町
長　

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
ん

で
行
く
中
で
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
職

員
の
配
置
に
努
め
、
近
隣
市
町
村
に
負
け

な
い
温
か
み
の
あ
る
町
に
努
め
る
と
と
も

に
、
町
民
の
方
々
に
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る

窓
口
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

畑
か
ん
を
ど
う
活
か
す
の
か

問　

町
は
畑
か
ん
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
つ
も
り
か
。

　

特
に
蓼
池
方
面
の
畑
か
ん
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
が
、
畑
か
ん
は
開
始
さ
れ
て
か

ら
四
十
年
程
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
間
社
会
情
勢
は
変
わ
っ
て
お
り
、
人
は

都
会
へ
と
流
れ
、
農
業
の
担
い
手
が
い
な

く
な
り
蓼
池
集
落
で
も
若
い
人
は
十
人
も

満
た
な
い
。

　

水
を
引
い
て
も
担
い
手
が
い
な
い
所
に

億
の
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
よ
い
も
の
か
考
え

方
を
聞
き
た
い
。

町
長　

畑
か
ん
は
昭
和
四
十
年
代
に
発
生

し
た
干
ば
つ
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
計

画
さ
れ
た
。
農
業
担
手
に
つ
い
て
は
、
集

団
営
農
、酪
農
畜
産
と
な
る
わ
け
で
す
が
、

水
が
あ
っ
た
方
が
有
利
で
あ
る
。

問　

全
体
の
畑
か
ん
に
つ
い
て
は
、
反
対

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
蓼
池
の
位
置
を

考
え
る
と
き
、
都
城
北
諸
盆
地
は
こ
れ
か

ら
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
地
を
畑

か
ん
に
よ
っ
て
農
地
専
用
地
と
し
て
し
ま

っ
た
場
合
、
農
地
と
し
て
耕
作
す
る
人
も

い
な
い
、
借
手
も
い
な
い
状
態
に
な
る
こ

と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

町
長　

こ
れ
か
ら
発
展
が
充
分
考
え
ら
れ

る
地
域
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
考
え
を
充

分
考
慮
し
て
行
き
た
い
。

要
望　

三
股
町
域
で
解
決
で
き
る
問
題
で

は
な
い
の
で
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
変
更
を
申

し
入
れ
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
要
望
を
し

て
お
く
。

町民の相談を受ける福祉課職員
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一 般 質 問

町 

長　

法
的
規
制
は
難
し
い
状
況
に
あ
る

福  

永  

葊  

文  

議
員

危
険
な
土
地
造
成
の
対
策
は

危
険
な
土
地
造
成
に
つ
い
て

問　
勝
岡
小
学
校
の
北
側
の
土
地
造

　

成
に
つ
い
て
伺
う
。

　

勝
岡
地
区
は
、
急
傾
斜
の
災
害
危
険
地

域
が
多
数
あ
り
、
今
、
新
た
に
こ
の
危
険

地
と
思
わ
れ
る
土
地
を
、
人
工
的
に
造
成

す
る
こ
と
に
関
し
、
近
隣
住
民
は
、
崩
土

の
不
安
に
か
ら
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
、

何
ら
か
の
規
制
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

本
町
に
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

箇
所
が
七
十
箇
所
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
宮

崎
県
が
指
定
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
う
ち

三
十
箇
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
の
中
で
七
箇
所
が
勝
岡
地
区
に
あ
り
ま

す
。
昭
和
四
十
四
年
の
勝
岡
新
坂
で
の
、

土
砂
崩
壊
災
害
で
は
、
三
名
の
女
子
中
学

生
が
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
勝
岡
小
学
校
北
側
盛
り
土

造
成
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
関
す
る
ご
質
問

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
該
地
は
、
平
成
五

年
六
月
都
市
計
画
法
附
則
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
開
発
行
為
申
請
及
び
農
地
法
第
五

条
許
可
申
請
が
出
さ
れ
、
平
成
五
年
十
一

月
二
日
に
開
発
行
為
の
許
可
、
平
成
五
年

十
一
月
二
十
五
日
に
農
地
法
第
五
条
の
県

の
許
可
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
開
発
行
為
の
工
事
が
未
着
手
状
態
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
土
地
の
所
有

権
は
、別
の
方
に
現
在
移
転
さ
れ
て
お
り
、

現
況
「
非
農
地
」
と
な
っ
て
い
る
土
地
で

あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
所
有
者
に
照
会
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、「
現
在
、
建
築
物
を
建
設
す
る
計
画

等
は
な
い
が
、
盛
り
土
に
つ
い
て
は
、
法

的
に
問
題
な
い
」
と
の
回
答
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
本
町
で
は
、
県
及
び
、
土
木
事

務
所
の
開
発
行
為
担
当
へ
、
開
発
行
為
の

許
可
の
地
位
の
継
承
開
発
行
為
許
可
取
り

下
げ
等
の
有
無
等
に
つ
い
て
、
調
査
を
お

願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た

が
、「
先
週
、
開
発
行
為
許
可
申
請
の
取

り
下
げ
の
指
導
を
行
っ
た
」
と
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
に
、
現
在
町
行
政
と
し
て
の

「
農
地
法
」
及
び
「
都
市
計
画
法
」
上
の

規
制
等
、
法
的
規
制
は
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

問　

こ
の
よ
う
な
土
地
造
成
に
よ
り
、
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
責
任
に
つ
い

て
町
と
し
て
ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
。

町
長　

本
町
で
は
、
特
に
災
害
等
危
惧
さ

れ
る
住
民
か
ら
の
要
望
要
請
等
に
関
し
て

は
、
関
係
機
関
へ
の
照
会
や
、
防
災
上
で

の
協
力
要
請
等
、
住
民
の
安
全
に
配
慮
し

て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

現
在
の
土
地
所
有
者
に
対
し
ま
し
て
は
、

盛
り
土
面
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
力
要

請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
防
災
上
の
観
点
に

よ
り
関
係
者
へ
の
防
災
意
識
の
向
上
啓
発

と
共
に
、
関
係
者
へ
の
協
力
要
請
を
積
極

的
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

勝岡小北側の土地造成地
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町 

長　

建
設
の
問
題
も
含
め
て
検
討
課
題
と
す
る

池  

田  

克  

子  

議
員

三
股
の
歴
史
を
資
料
館
に
残
せ
! 

一 般 質 問

ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
役
割
は
大
き
い
。

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
気
概
は
な
い
か
問

う
。

町
長　

今
、
対
外
的
に
や
っ
て
い
る
の
が

南
九
州
中
学
校
駅
伝
大
会
だ
。
地
域
の
皆

様
が
盛
り
上
げ
て
下
さ
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
く
。
そ
う
す
る
こ
と
が
ア
ス

リ
ー
ト
タ
ウ
ン
を
発
展
さ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ

タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
。

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
の
な

か
で
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
町
づ
く

り
」
を
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
ス
ポ
ー

ツ
タ
ウ
ン
」
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
だ
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
と
ら

え
た
時
に
人
が
動
く
。
そ
こ
に
町
民
総
参

加
の
歓
迎
ム
ー
ド
が
お
こ
れ
ば
町
民
の

「
恊
働
」
に
つ
な
が
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
た「
恊
働
」に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

ス
ポ
ー
ツ
の
視
点
・
健
康
づ
く
り

の
視
点
か
ら
町
民
総
参
加
の
取
り
組
み
が

大
事
で
あ
る
。
住
民
が
主
体
に
な
り
ス

ポ
ー
ツ
を
柱
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
。
そ
れ
が
「
恊
働
」
に
つ
な
が
る
。

問　
「
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
」
と
は
町
を
あ

げ
て
ゲ
ー
ム
の
開
催
に
協
力
し
ス
ポ
ー
ツ

を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
地

域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
街
に
す
る
こ
と

町
長　

館
は
老
朽
化
の
た
め
使
用
で
き
な

い
。
跡
地
は
武
道
体
育
館
の
駐
車
場
と
し

て
利
用
す
る
。

問　

色
々
な
空
き
館
の
利
用
か
、
年
次
的

な
計
画
を
立
て
積
立
金
を
す
る
等
、
前
む

き
に
検
討
で
き
な
い
か
問
う
。

町
長　

今
あ
る
も
の
を
利
用
す
る
か
、
建

設
の
問
題
も
含
め
て
検
討
課
題
と
す
る
。

「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
三
股
」よ
り

「
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
三
股
」に
変
身
を

問　
「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
三
股
］
づ
く

り
を
一
歩
前
進
さ
せ
て
「
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ

ン
三
股
」
と
し
て
発
展
さ
せ
れ
ば
地
域
の

振
興
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
問

う
。

町
長　
「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
三
股
」
は

町
体
育
協
会
が
十
年
以
上
前
か
ら
掲
げ
て

問　
新
年
度
に
当
た
り
施
政
方
針
が

　

打
ち
出
さ
れ
た
。
重
点
施
策
の

中
に
「
歴
史
を
尊
び
…
…
」
と
あ
る
が
、

そ
の
中
の
歴
史
を
尊
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
形
で
尊
ぶ
と
す
る
の
か
問
う
。

町
長　

郷
土
の
歴
史
や
先
人
の
業
績
を
知

る
こ
と
が
歴
史
を
尊
ぶ
こ
と
に
な
る
。

問　

三
股
郷
土
史
研
究
会
の
方
々
が
懸
命

に
語
り
継
ご
う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
。
行

政
と
し
て
も
歴
史
的
な
資
料
を
大
事
に
保

管
す
べ
き
責
務
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
保
管

状
況
を
問
う
。

町
長　

保
管
場
所
は
中
央
公
民
館
内
の
郷

土
資
料
室
や
執
務
室
の
文
化
財
室
の
書
棚

に
保
管
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
収

蔵
で
き
な
い
民
具
や
農
機
具
は
、
毎
年
一

回
害
虫
駆
除
を
行
い
保
管
に
努
め
て
い

る
。

問　

弓
道
場
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
館
や
跡
地
を
歴
史
資
料
館
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
な
い
か
問
う
。

中央公民館内郷土資料室
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議
員
発
議
に
よ
る

議
会
基
本
条
例
を
制
定 

　

『
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
』　

議会基本条例

　

議
会
基
本
条
例
と
は

　

自
治
に
基
づ
く
地
方
議
会
運
営

の
基
本
原
則
を
定
め
た
条
例
で

す
。
平
成
18
年
５
月
18
日
に
施
行

さ
れ
た
北
海
道
栗
山
町
の
「
栗
山

町
議
会
基
本
条
例
」
が
最
初
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
議
会
基
本
条
例
第
１
条

　
「
目
的
」
に
は
、
地
方
分
権
と

住
民
自
治
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

議
会
と
な
る
よ
う
、
議
会
及
び
議

員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

必
要
な
基
本
事
項
を
定
め
、
町
政

の
情
報
公
開
と
町
民
参
加
を
基
本

に
し
な
が
ら
地
域
課
題
及
び
こ
れ

に
対
す
る
、
町
民
の
意
向
を
把
握

し
、
町
政
諸
課
題
を
町
の
政
策
に

結
び
つ
け
、
三
股
町
の
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
寄
与
す
る
。

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

３月定例会において議員発議により、「三股町議会基本条例」が追加
上程され全会一致で可決し、５月１日から施行されることが決定し
ました。

　

何
故
今
議
会
基
本
条
例
か

　

４
月
24
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た

三
股
町
議
会
議
員
選
挙
。、
今
回

14
人
の
候
補
者
が
選
挙
活
動
を
行

い
ま
し
た
が
、
投
票
率
は
52
・
58

％
と
前
回
の
60
・
07
％
を
約
７
・

６
％
も
下
回
り
、
町
民
の
町
議
選

に
対
す
る
関
心
の
無
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
情
報
も

「
議
会
だ
よ
り
」
で
し
か
知
り
え

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

議
会
が
い
つ
開
か
れ
ど
ん
な
議

案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
の
か
。
町

民
に
ど
う
す
れ
ば
議
会
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
の
か
。
今
、
議

会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
議
会
の
改
革
の
機
運
が
全

国
的
に
高
ま
る
中
、
本
町
議
会

も
、
よ
り
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
開

か
れ
た
議
会
と
し
て
変
革
す
る
た

め
に
、
議
会
基
本
条
例
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

宮崎県三股町議会だより No.63　平成23年5月15日 14



基
本
条
例
の
全
項
目

前
文

第
１
条　

目
的

第
２
条　

議
会
の
活
動
原
則

第
３
条　

委
員
会
の
活
動
原

則第
４
条　

議
員
の
活
動
原
則

第
５
条　

町
民
参
加
及
び
町

民
と
の
連
携

第
６
条　

議
会
と
町
長
及
び

執
行
機
関
の
関
係

第
７
条　

町
長
に
よ
る
政
策

等
の
形
成
過
程
の
説
明

第
８
条　

予
算
・
決
算
に
お

け
る
政
策
説
明
資
料
の
作
成

第
９
条　

議
決
事
件

第
10
条　

討
議
に
よ
る
合
意

形
成

第
11
条　

議
員
研
修
の
充
実

強
化

第
12
条　

議
会
図
書
室
の
設

置
、
公
開

第
13
条　

議
会
事
務
局
の
体

制
整
備

第
14
条　

議
会
広
報
の
充
実

第
15
条　

議
員
の
政
治
倫
理

第
16
条　

議
員
定
数

第
17
条　

議
員
報
酬

第
18
条　

最
高
規
範
性

第
19
条　

見
直
し
手
続

附
則　
　

経
過
措
置

　

議
長
か
ら
議
運
長
へ
諮
問

　

平
成
21
年
９
月
29
日
東
村
議
長

か
ら
大
久
保
議
会
運
営
委
員
長
に

対
し
「
開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て

の
改
革
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
３

項
目
の
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
夜
間
議
会
日
曜
議
会
出
前
議
会

　

等
の
導
入
に
つ
い
て

②
更
な
る
議
会
の
活
性
化
に
向
け

　
「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に

　

つ
い
て

③
住
民
の
要
望
、
苦
情
等
に
対
し

　

議
会
と
し
て
の
対
処
を
調
査
検

　

討
す
る
期
間
に
つ
い
て

　

条
例
制
定
ま
で
の
経
緯

平
成
21
年
９
月

「
開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て
の
改

革
に
つ
い
て
」
議
長
か
ら
議
会
運

営
委
員
長
へ
諮
問
。

平
成
21
年
11
月
か
ら
平
成
22
年
５
月

議
長
の
諮
問
事
項
に
関
す
る
審
査

を
８
回
実
施
。

平
成
21
年
12
月
・
22
年
９
月

先
進
地
熊
本
県
御
船
町
へ
視
察
研

修
。

平
成
22
年
３
月

３
月
定
例
会
に
お
い
て
議
会
基
本

条
例
調
査
検
討
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
を
可
決
。

20
回
に
及
ぶ
特
別
委
員
会
開
催

平
成
22
年
５
月

町
民
の
声
を
聞
く
議
会
報
告
会
、

口
蹄
疫
の
影
響
に
よ
り
中
止

平
成
22
年
12
月

基
本
条
例
の
素
案
を
町
長
へ
提

示
。

平
成
23
年
１
月
・
２
月

町
執
行
機
関
と
の
代
表
者
に
よ
る

意
見
交
換
会
。

平
成
23
年
２
月

開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て
の
改
革

に
つ
い
て
東
村
議
長
か
ら
大
久
保

議
会
運
営
委
員
長
へ
最
終
答
申
。

平
成
23
年
３
月

３
月
定
例
会
全
会
一
致
で
可
決

　

条
例
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

・
町
民
や
団
体
と
の
意
見
交
換
の

た
め
の
議
会
主
催
に
よ
る
議
会

報
告
会
の
実
施

・
議
員
の
質
問
に
対
す
る
町
長
町

職
員
の
反
問
権
の
付
与

・
政
策
形
成
過
程
の
説
明
の
明
文

化
・
予
算
・
決
算
に
お
け
る
政
策
説

明
資
料
提
出
の
明
文
化

・
９
項
目
に
わ
た
る
議
決
事
項
の

追
加

・
議
員
相
互
間
の
自
由
討
議
の
推

進
・
議
員
研
修
の
充
実
強
化

・
議
員
の
政
治
倫
理
を
明
記

・
最
高
規
範
性
、
見
直
手
続
き
を

明
文
化

　

議
員
及
び
議
会
に
と
っ
て
、
議

会
の
改
革
・
活
性
化
は
永
遠
の
テ

ー
マ
で
あ
り
、
町
民
の
代
表
た
る

多
人
数
に
よ
る
合
議
制
の
機
関
と

し
て
、
町
民
の
意
思
を
町
政
に
的

確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
今

後
も
、
継
続
し
て
議
会
の
改
革
・

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
別
委
員
会
委
員

　
　

委
員
長　
　

池
田　

克
子

　
　

副
委
員
長　
　

指
宿　

秋
廣

　
　

委　
　

員　
　

中
石　

髙
男

　
　

委　
　

員　
　

上
西　

祐
子

　
　

委　
　

員　
　

大
久
保
義
直

　
　

委　
　

員　
　

山
中　

則
夫
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こ
ん
に
ち
は 議
会
で
す

　
 N
o .63

平
成

23年
5月

15日（
N

o.63）　
■

発
行

/
三

股
町

議
会

　
〒

889
-1995 宮

崎
県

北
諸

県
郡

三
股

町
五

本
松

1-1　
TEL.0986-52-1111　

■
編

集
/

議
会

広
報

委
員

会

編 

集 

後 

記

　

桜
の
花
も
ち
ら
ほ
ら
、

春
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災

が
発
生
。
自
然
の
威
力
、

怖
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

つ
け
ら
れ
、
被
災
者
の
皆

様
に
は
な
ん
と
見
舞
申
し

上
げ
て
よ
い
か
、
言
葉
が

見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

宮
崎
県
で
は
昨
年
か

ら
、
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳
の
噴

火
と
立
て
続
け
に
、
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

被
害
に
対
し
、
全
国
の
皆

さ
ん
か
ら
暖
か
い
救
援
を

頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
お

気
持
ち
に
報
い
る
為
に

も
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
、
な
ん
ら
か
の
救

援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
か

ら
、
議
員
各
位
か
ら
寄
付

を
つ
の
り
、
又
三
股
町
か

ら
は
一
〇
〇
万
円
の
寄
付

を
決
定
し
た
所
で
す
。
ど

う
か
１
日
も
早
い
復
興
を

衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
広
報
を
担

当
し
て
か
ら
２
年
。
少
し

で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
読

ん
で
い
た
だ
き
、
三
股
町

の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
町
政
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
と
存
じ
ま
す
。
５
月

臨
時
議
会
か
ら
新
し
い
陣

営
と
な
り
ま
す
が
、
今
迄

以
上
に
ご
愛
読
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

施設長　菊 池 修 二 /TEL　５８－７３２１

シリーズ ボランティアのすすめ

「三股福祉作業所 宇宙（そら）」
8vol.

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
長　

原 

田　

重 

治

副
委
員
長　

山 

中　

則 

夫

委　
　

員　

財 

部　

一 

男

委　
　

員　

池 

田　

克 

子

　

三
股
福
祉
作
業
所　

宇
宙

（
そ
ら
）
は
、
平
成
６
年
に
障

が
い
を
持
つ
方
の
親
が
中
心
と

な
り
「
ひ
ま
わ
り
作
業
所
」
と

い
う
名
称
で
知
的
・
身
体
・
精

神
の
障
害
を
持
つ
方
の
日
中
活

動
の
場
所
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
18
年
九
月
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
取
得
し
、
平
成
20
年

４
月
に
障
が
い
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
）
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
際
に
事
業
所
の
名
称
を
現

在
の
「
三
股
町
福
祉
作
業
所　

宇
宙
（
そ
ら
）」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
４
月
に
は
事

業
所
の
場
所
を
旧
社
会
福
祉
協

議
会
跡
地
よ
り
旧
イ
ト
ー
ソ
ー

イ
ン
グ
跡
地
に
移
転
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

は
、
一
般
企
業
に
就
労
す
る
も
、

な
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
り
就
労

継
続
が
困
難
と
な
っ
た
障
が
い

を
持
つ
方
を
対
象
に
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
よ
う
就
労
（
施

設
外
就
労
）
や
生
産
活
動
の
機

械
を
提
供
す
る
こ
と
で
知
識
や

能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
訓
練

を
行
う
事
業
で
す
。
現
在
十
八

名
の
方
が
利
用
さ
れ
、
委
託
作

業
の
自
動
車
部
品
の
組
み
立
て

（
軽
作
業
）
や
シ
ー
ル
貼
り
、
廃

油
を
利
用
し
た
Ｅ
Ｍ
石
鹸
の
包

装
・
販
売
、
三
股
町
で
湧
き
出

る
温
泉
水
を
使
用
し
た
濃
縮
温

泉
水
や
化
粧
水
の
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
町
や
社

協
の
お
こ
な
う
美
化
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
祭
り
等
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
所
の
利
用
者
へ
は
、
製

品
の
販
売
や
委
託
作
業
で
得
た

収
益
か
ら
工
賃
が
支
払
わ
れ
、

利
用
者
の
活
動
意
欲
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
利

用
者
の
一
人
が
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
就
労
が
決
ま
り
、
他
の
利
用

者
に
も
就
労
に
対
す
る
刺
激
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
利
用
者
・
ス
タ
ッ
フ

と
も
に
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
気

持
ち
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
今
後
も

製
品
の
購
入
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。
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